
はじめに
　ハナバチ類は，ゴンドワナ大陸の西部内陸の
乾燥地で，白亜紀の中期項に地中営巣性のカリ
バチ類から出現したとされている（Michener, 

1979）．このグループの昆虫は，幼・成虫とも被
子植物の花粉と花蜜を餌資源とし，数ある昆虫の
なかでも被子植物との共進化を通じて，ギブ・ア
ンド・テイクのパートナーシップを成立させてお
り，植物の繁殖を通じて生態系の保全に重要な機
能を果している．また，営巣性で単独性からミツ
バチに至る最高度の社会性まで，さまざまなレベ
ルの社会性をもつ種，さらに労働寄生性種も含
む．これらの種の生態や生活史も多様で，魅力的
な研究対象昆虫である．
　日本産のハナバチ上科にはムカシハナバチ科，
ヒメハナバチ科，コハナバチ科，ケアシハナバチ
科，ハキリバチ科，ミツバチ科の 6科があり，こ
れらの各科にはそれぞれ 2属 31 種，2 属 85 種，
6 属 103 種，3 属 5 種，7 属 57 種，13 属 109 種の
計 390 種が記録されている（多田内・村尾 （編），

2007）．最近，ムカシハナバチ科の外来種 Colletes 

jankowskyi Radoszkowskiが新たに日本から記録
された（Murao et al., 2016）．これで日本産種は
合計 391 種となる．
　これまでに解明された日本産のハナバチ類の生
活史と生態的知見に限定して，16 項目（化性，
出現期・季節消長，交尾行動，発育・発育日数，
越冬態，休眠，訪花性（特定の調査地域を設定し，
ハナバチ類の出現期間中に定期的に調査したもの
で，優占種の訪花植物が記録されているもの．ま
た狭食性種については花粉荷や花粉団子を構成す
る花粉分析があるものを対象とした），日周活動，
営巣習性・巣構造，産卵数・増殖力，性比，天敵，
社会性，労働寄生蜂では寄主，寄生様式，寄生
率）に分別し，これらのいずれかの項目について
報告されている種には，該当する項目に○印を付
して，表中で示した．該当する項目について，明
確な記述がないものは知見がないものとして空欄
とした．一方，分類，形態，組織，生理，分布記
録，ハナバチ相，送粉昆虫としての利用効果，送

日本産野生ハナバチ類の生態知見の総覧とそれらの文献目録

前田　泰生 1）・郷右近　勝夫 2）・宮永　龍一 3）

 1）〒690―0011 島根県松江市東津田町 2168―218
 2）〒981―0134 宮城県宮城郡利府町しらかし台 5―9―18
 3）〒690―8504 島根県松江市西川津町 1060　島根大学生物資源科学部

Bibliography of Japanese Wild Bees, Describing Bionomical Characters 
（Hymenoptera, Apoidea）

Yasuo MAETA
1), Katsuo GÔUKON

2) and Ryoichi MIYANAGA
3)

1）2168―218, Higashitsuda-cho, Matsue, Shimane Pref., 690―0011 Japan
2） 5―9―18, Shirakashidai, Rifu-cho, Miyagi-gun, Miyagi Pref., 981―0134 Japan
3） Faculty of Life and Environmental Science, Shimane University, Matsue, Shimane 

Pref., 690―8504 Japan

資　　　料

309

ホシザキグリーン財団研究報告 第25号: 309―336 頁，2022 年 3 月
Bull. Hoshizaki Green Found. （25）: 309―336，Mar. 2022



粉生態などに関する項目は除外した．しかし，こ
れらを主として記述した報文でも，上述した 16
項目の生態的知見についても記述があれば文献目
録に収録した．ミツバチ属 2種については，文献
の収録をしなかった．完全な単独性種と記述のあ
るもには該当項目に－，また非寄生蜂では寄主，
寄生様式と寄生率は不必要な項目であるので表中
の該当項目に－として記入してある．労働寄生蜂
では，営巣しないので該当項目に－として記入し
てある．
　なお，種によっては該当文献数が多いため，表
中では 16 項目について詳しい代表的なものを記
述した．記述しなかったものは，文献一覧を参照
してほしい．
　上述の 16 項目の一部あるいは全部について知
見の報告がある種は計 223 種もある （表）．諸外
国に比べて，生息種数が少ないこともあって，こ
れまでに調査・研究された種数の割合は高いので
はないのかと思われる．ことに，坂上ほか（1974）
が提唱した方法に準じて，多くの研究者による日
本各地（少なくとも 41 カ所）での花と訪花ハナ
バチ類との相互関係の調査，ほかにも京都大学農
学部昆虫学研究室の当時のメンバーによって京都
府内の数ヵ所で数年間わたり連続に行われた花と
全訪花昆虫との相互関係の定性・定量的な分析が
ある．これらの調査で，両者間の相互関係のほか
ハナバチ類の分布，相と群集構造，訪花性，季節
消長，生態系の保全にもつながる多くの知見がも
たらされている．
　しかし，営巣性の種（ミツバチ属を除く）にお
いて巣構造とこれに関連した生態的諸事項が報告
された種数は全営巣性種数の 32.7％（97/297），
労働寄生性の種においても寄主が判明している種
数も全労働寄生性種の 37.1％（35/94）に過ぎな
い．両者において調査種数が少ない主因は，ハナ
バチ類の営巣地や巣が見つかりにくいとにある．
ほかにも，ハナバチ類の研究者や愛好者が従来か
ら少なかったせいでもある．最近ではその傾向が
顕著である．故井上民二先生（京都大学生態学研
究センター，大津市）は，生前これを憂慮されて
いた．この意向に共感した前田は，ハナバチ談話
会の開催を提案した．幸い，若手の研究者の協力

を得て，1999 年から日本昆虫学会の本大会開催
の都度，談話会が開催され，会報（はなばち，ハ
ナバチ談話会ニュースレター）も No. 7（2006）
まで発刊され，会も活発な活動が続けられたが，
今日では談話会の開催と会報の発刊は途絶えてし
まった．今後ともハナバチ研究者や愛好者の増大
は期待できないが，有志の出現を待ちたい．パソ
コンの Google scholarなどから検索できない論
文や報文もたくさんあると思われるので，表記の
著者らと相計って，上述の 16 項目の知見につい
てこれまでに発表された論文や報文の目録を作成
した．
　表中に示した日本産種のうちには，9 種の侵入
種あるいは導入種が含まれる（表中で＊を付し
た）．これらの種については，侵入先あるいは導入
先において研究発表された論文は収録しなかった．
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